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日 本 未 記 録 の イ エ バ エ 科 3 種

堀　　　　　　克　　重 蠱 倉　　橋　　　　　　弓ム

　 金 沢 大 学理 学部生 物 学 教 室

On 　the　three　musc 量d　fiies　newly 　recorded 　from　Japan

By　Katsushige　Hor 量and 　Hiromu 　Kurahashi　　　　　　　　　　 o

　署 者 らは イ エ バ エ 科 （Family　Muscidae ） に属 す る 日本未 記 録の 3種 Hydrotaea 　
me ・

teorica （Linnaeus ，1758），　 Hydrotaea 　glabricula （Fall6n，1825） と Rヌpellia　j7avipes

Malloch，互93正 を北陸地方か ら採集す る こ とが 出来た の で，そ の 特徴 の 概略を記 載 し・こ

こ に 報告する ．

　な お，王H「ydrotaea 　meteorica と H ．　glabriculaに つ い て は ♀♂ と もに 既に ヨ ーロ ッ
パ で

はか な りよ く知 られ て い る もの で ，十分 な 記載 が な されて い る．しか し，Rypellia　jTavipes

に つ い て は 原記載の 1 ♀ が 知られて い るの みで
， ♂ に つ い て は ま だ記 載 され て い な い ，幸

い 著者らは 本種の 1 ♂， 1 ♀ を 確認す る こ とが 出来た の で ♂ の 外部形態 と生殖器 に つ い て

記 載 した．

　　　Family　MUSCIDAE 　イ エ バ エ 科

　　　　　Subfamily　MUSCPtAE　イ エ バ エ 亜科
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 零
　　　　　　 Tribe　Hydrotaeini モ モ エ グ 1丿ハ ナバ エ 族

　1．　Hydretaea　glabr韮cala （Fall邑n，1825）イ ソ メ マ トイ

　　　（1825，Mon ．　Musc ．　Suec．8，　 p．75）

本種は 娠 櫨 ぽ 3   蠣 ／礪 ，♀ ♂ と胴 族 の 0吻 嘱 晦 めて似て い る．か

つ て ，Ophyra 　minima 　Rondani と さ れ て い た こ と もある．しか し，あまり羅立 た な い が，

♂に は前腿節 （fi）の先端腹面に切 れ込みが あり，
こ こ に 歯状突起を もつ て い て ．Hydrotaea

属 の 特徴を 具 えて い る．石 川県 の 海岸沿い の 地方に 夏季普通 に見られ る．

　 ♂．一頭部 ：複 眼 は裸出し，非常に 大 き く， そ の 高さは ほ ぽ 頭高 に 等 しい ．後縁 は直 線 的．

両 眼 は額 の 中央で 極め て 接近 し，わずかに 単眼 1個 の 幅だ け離 れ て い る．額は黒色で 光沢

あり， 前方に 1 〜3対 の 側縁剛毛 （frontal　bristlcs）をもつ ．頬 （parafacialia） は黒 色光

沢 が あ り，非常 に狭 く， 側面力・i らは見えな い ．顎 （j．owlS ） も非常 に狭 く，黒色で，黒色

小剛毛 を もつ ．触角 は 黒褐色，端刺は 裸出す る．触鬚 は黒褐色．

　胸部 ： 真黒，わず か 1・C 光沢 を もち，非常 に 短 い 毛を疎 に 装 う．小楯板は 黒色で ， 3対 の

後縁剛毛をもち ， 先端の 1対 は 長い ．剛毛 式，ac 　3十 8，　de　2 − 3十8？，　n 　2，　st　1十 1，横溝前 に

ia あり．

　翅 ：無色透明． 翅 脈 は黄色．Rs 室 は 中央 よ りも翅 端で 狭 くな る．基前縁片 （basiCDsta）
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Fig・L 　 正｛ア4 ’η ！aea 　giab 厂icu’α （Fall6n）　♀．

69

は小 さ く，黒色，鱗瓣 は暗褐色、平均梶 は 黒褐色．

　腹部 ： 短卵形 ，黒色 ， わずか に 光沢をもち，灰 青色 粉 を 装 う． ag　1 ，第 2 ，第3 可視背
板 （visible　tergites）中央 に 黒 色 縦 帯を もっ が．第 2背板上 の もの が一

番太い ．

　脚 ： 黒色，光 沢あり．前腿節に は 後背から後腹 に

か けて の 後方に 4列の 剛毛列 を もつ ．先端腹 面 は わ

ずか に 切れ込 み ，1本 の 短 か い 歯状突起を もっ （Fig．
2b ）．中腿節 （f2）は基部 1／3 の 腹面 に 2本 の 比

較的長い 剛毛 を もち， そ の 他に も前面 に 基 部 か ら

中央まで と， 後面 の 全長 に長 毛 列を装う．　中脛節

（t2）は 前面 に 圏毛 を欠 き ， 後方に 2 本の 後背剛毛

（Pd）を もつ ．後腿節 （ノ
13
）は 先端 1／3 に 長い 2 〜

3本の 前蠅 毘 （av ）をもつ ．後脛駅 d ま 3〜4 本
の 前腹剛毛 が あ る．

　♀ ：額 の 側縁部と単眼 三 角 区 は黒色，強 い 光沢 が

ある．と りわ け ， 額の 前端まで の びた 長 い ， 幅広い

fi
眺

d
引

F三g，2．　Fore　leg　of　male ，　fcm−
ora 　and 　tibia．　 a ：　（）phyra 　sp ，
b ：Hンごかotaea 　glaと｝nicu’a，　 c ： ff．

　 meteorica ・d ：ff．　dent’pes．

鑛謙灘欝
る （F 三幽 額帯は騨 区 ・ 発… め … 区・… 部

饗　体長 ：約 3m 皿 ．
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　生態 ：本種は石川県 の 小舞子，安原 ， 金石 ， 大野， 内灘 ， 高松等 の 海岸地方に 普通 で あ

る．夏季，伏流水の 湧水場所 や民 家 の 洗濯場 の 周囲に多 くい る，入 の まわりにつ きまとう

メマ トイの 習性が あり，眼や 外傷 に と ま ろ うとす る．こ れ らは ほ と ん ど が ♀ で あ る （堀，

1955，1962）．

肺 ，ス エ ーデ ン ， イ 判 ス ，ス 剣 ン ，フ ラ ン ス 津 イ ツ ・イ 列 ア・ f
，
a一ラ ン ド・

ハ ン 剛
＿，ユ

ーゴ ス ラ ビ ア，ア ル バ ニ ア ， ソ連 （・ 一カ サ ス ・シ 刈 ア ）・　 UPt （酬 ）・

　観察標本 ： 12♀♀，石川県金沢市大野町 17。vii，1952 （堀採集）；3 ♀♀，石川県河北郡 高

松町，玉9，vii．1952 （堀採集）；16♀♀， 石順 石川郡 美川 町 ・」・舞子・〜・・iii・1952 （堀採

集）； 1 ♂ 14♀♀， 石」線 金沢絵 石町，29・・ i・1964 （倉橋採集）・

　2．Hydrotaea 　meteorica （Linnaeus，1758） キ リガクレ メマ トイ

　　　（Syst．　Nat．ユ0，　P・597）

　本種 は ヨ ーu ツ パ が 原産地 で ，Hydrotaea 属 の 模式種 で あ る．前種 に よ く似て い るが，

やや 大形 ， ♂ で は 前腿節 腹面 の 歯状突起 の 形態 で 明 らか に 区別 され る．加賀白山に て 1 ♂

を採集す る こ とが 出来 た．白山で は， こ の 他 に モ モ エ グ リハ ナバ エ ll’ydrotaea 飽 畷 ρθ8

（Fabricius，
1805）が 多数採集 され る．

　♂ ＿ 頭部 ，撚 は黜 し，大 き い ．両 眼 は 極 めて 接近 V・最も狭 い 所矧 ま額騨 脚 個

の 幅よ 昿 くな い ，側縁部 と額帯 は 黒 色 と もに 灰粉を装つ て い な い ・繦 こは前方半分 に

偵櫞 剛毛 を もつ 頴 と顎 は黒 色 極 めて 狭い．触角は 羈 色 鞭 1は 1氈 を もつ 漁 癪 は

黒色，

　胸部 ：真黒，光沢 は鈍 い ．小楯板は黒色 で ，わずか に褐色を帯び る． 2本 の長 い 後縁剛

毛をもつ ．先端 の 1対 は極め て 長い ．岡1毛 式，a ・ 3＋6・・ d・・2＋4・　 ・ 2・… 1＋ 1・黼 前IC　 ia

は な い 。

　翅 ： 褐色 を帯 び る。翅 脈は褐色．瓦 室 は 中央 よ りも 翅 端 で 狭 くな る． 基前縁片は 小 さ

く， 黒 色 ．鱗瓣 は褐色，平均梶 は暗褐色．

　腹SS　：卵形，黒 色，灰褐色粉を輩う．全体に か な り長 い 毛 を 装 う．後方 よ りみ る と全背

板 の 中央 に 黒色縦帯 が あ る．第 1背板 の 縦帯が一番太い ．

　脚 ：黒色．前腿節 の 先端腹面にわずか な切 り込 み と 2 本 の 特 徴 的 な 歯状突 起 （Fig．2c ）

を もつ ，そ の う銑 端 の 1本は トゲ状で ， 他鷓 頭形を して い る・ そ の 想 こ
・ 幽 に は 1

列の 後背甌毛 （pの と後腹剛毛 （画）が ある． そ の 2 列の 聞 に 列 を な さな い 剛毛 を多数も

興皿皿
　　　　　　a　　　　　　　　b　　　　　　　　c　　　　　　　　 d

Fig．・3．　 F・・… ffeln・1・，　f・・nt ・i・w … 伽 ・・細 91幽 蹠 b ・ 0勘 a

　　　　　　　 ehalcog 【τ甜θ厂．　c ： 0 ．　leueos’o ητσ・　d ： 0 ・nigra ・
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つ ・前脛 節 は腹面 が ほ 帥 央 まで 切 れ込 ん で い る． 中腿節 は前方に は 中央 ま で ， 後方 ｝Cは

全長に わ た り長毛を もつ ．腹側 に は全長 に長毛を装 う，巾脛 節 は 2 本の 後側 剛 毛 （P ）を もつ ，

後腿節は 全長 に や や 長 い av の 1列をもつ ．そ の 先端約 1／3 の 剛毛 は長い ．後脛節 は 1本
の av ， 1本 の 前背剛毛 （ad ）， それ か ら 1本の pd を もつ ．

　♀ ： 日本で は まだ採集 されて い な い ．Hennig （1962） に よ る と，側 縁 部，単眼三 角区 と

もに 灰 粉を 装い ，胸部 と腹部 と もに一様に灰色を して い る とい う．

　体長 ： 6mm ．

　生態 ： 日 本 で の 生 活史 は わ か つ て い な い ．Gruhl （1924） に よ る と， ヨ ーv ッ パ で は

♂が 浮空飛翔者 （独．Schweber） と して有名 で あ ると い う．また成虫はア リマ キ の 分泌物

をなめに 来た り （Tiensuu，1936），哺 乳 動物の 死体 に 集 まつ た りす る （Hennig ，1950）．実

験的に は 食 用 肉や 諸動物 の 排出物に も誘引され る とい う　（Gregor 　et　Povoln 夕，1961），成

虫は 日本 で H ・glabriculaが そ うで あ るよ うに ，放牧牛 （Hammer ，1941，　Knab ，19工6）や

人 （KaTI，　1928）に う る さ くつ きま と うメ マ トイ の 習性が あ る とい う．幼虫 は牛糞 とか腐植

質中に生 息 し，発育 田数は 牛糞中で 39 日 か か り，越冬は 幼虫態で あ る とい う　（Hammer ．
1941）．

　分布 ： ス ペ イ ン ，フ ラ ン ス ，ス イ ス ，ス コ ッ ト ラ ン ド， ア イル ラ ン ド， ノ ル ウ」、一，ス

エ ーデ ン ，フ ィ ン ラ ン ド，　ドイ ツ， ソ連 （レ ニ ン グ ラー
ド， ア ム

ー
ル ）， イ タ リア，コ ル

シ カ 島，オース トリア，チ エ コ ス ロ バ キ ア，ユ
ーゴ ス ラ ビ ア ，ボ ス ニ ア， ハ ン ガ リー， ル

ーマ ニ ア ．フ ル ガ 1丿ア ，ア ル バ ニ ア ，ギ リシ ヤ ， ク レ タ島，北 ア メ リカ ， 1 本 （本州）．

　観察標本 ：　16
丶，　力日賀白」LJ，　16，　vi註．1952　（堀壬采集）．

日本産 Ophyra 属 と Hydrotaea属 の 種 の 検 索

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂♂

Lfi は先端腹面 が 切れ込 み，歯状突起 を もつ （Fig．2b −d） ……………Hydrotaea （2）
一

ノL は先端腹面 は 切れ込 まず，歯状突起をもたな い （Fig．2a ）…・・・……Ophyra （4）
2．大形，体長 8〜10mm ．複眼 は離 眼 的　（dlchoptic）　t…・……・・…・・昆 dentipes
一

小形・体長 3〜6   ．複眼 は合眼EVY（h・1・ptic） …一…・・………一 一 ・……・（3）
3．fi の 先端腹面 の歯状突起 は 1本 で，不明瞭　（F三g．2b ）・・一………H ．　glabricula
− fiの 先端腹面 の 歯状突起 は 2 本 で，明 瞭 （Fig．2c ）……・…・……・H ．　meteorica

4．te は 先端 1／3 の 所で 内側 に 折れ 曲る．内側に は長毛を密生す る．鱗瓣 は

　　黒褐色　………・……・…・…………・…凾…・……・…・…………・…＿＿　0．leucostoma
−
　t3 は 折れ 曲つ て い な い ，鱗 瓣 は黄白色 ……・…・…・………・…・……・…・…………・・

（5）
5．複眼 の 後縁 は 直線的か ， 又 は 凸弧状をな す ……………………… 0 ．ehaleogaster

一
　複眼の 後縁 は 中央で 凹 弧状を なす ………………………………一・一……… 0．nigra

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ♀ ♀

1．鱗辮は黒褐色
………・…・……噛…・…・…………噛………・…・……・……0 ひleucostoma

一
　鱗瓣 は黄白色………………………………・…・……………・・…・……・…・………・……・

（2）

…
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2，単脹 三 角区は先端が額の先端 に 達す る （Fig．3a）．小形種．体長約 3mm ………

　　．．＿＿．．．＿＿．，．＿＿＿＿＿＿tt＿．＿＿．一＿＿．．．．．…………・…・………… H ．　glabricula

＿ 戦 三 躯 既 端 が 額 の 繍 薩 しな い ．体長 は 4mm 以上 一…・・…一 一… （3）

3，額騨 眼三 駆 脚 脹 さの 半分を 越え な い
一 …一一 ・一 一 ・一 ……・・……  

＿ 額の 単眼 三 駆 購 畷 さの 半分腿 える （Fig・・3　b−d） ・・一 …・……・…一…”（5）

4一 彫 種，4mm ．　t、 は pd を もた な い
…一………・・一 ・一……一・…・呪 翩 θ゜「ica

＿ 中形種，8〜 1emm ．　t， は 1〜2 本の pd をもつ 一…・…・…・一 …………H ・　dentipes

5．複眼 の 後縁 は 凹弧状岫 る 一 ・一…・一一一・…一…・一一・・一 …一… ’o ・　 nig ”a

一　複眼 の 後縁 は直線的 もしくは 凸弧状 ……………・・…・……・……・………O．　 chalcogaster

　　　　　　　　　　　　　 Tr量be　MUSCIM イ エ バ エ 族

3． Rype黷 a 　flay且pes　Malloch，1931　 ミナ ミ カ ン コ バ エ

　　（Ann ．　Mag ．　Nat．　Hist。（10），　vol ．7，　p。190）

本騨 M ・11・ ch ・ICよ つ て ・ マ トラの 標高 1… m の Gunung ・Si・gga】ang で 猴 純

た唯
＿の ♀で もつ て 鞭 と して 讖 練 た．磁 の ・〃 瀦 嘱 P圃 」嘱 Dasyph °”a

鬮 囎 似 して い るが，髄 が 黒 色 で あ る・ と re（ よ肛 描 と は黙 つ て 幡 ・そ の 他 に・

翅 前瘤 （P，。pl。u ，al ・ k・ ・b）1耗 を も働 ・ と ｝C よ り … h・Uia 属 よ り区別 され・Py 「ellia

勵 、 らは亜 前縁憾 部 片 （・ub … t・1蜘 i・・） ｝・数本の 毛 を もつ ・ と に よ り1測 され る・

まk ，
p 。 ，ア蜘 ・嘱 か ら齲 広 し・前胸獗 （P… t・・nUm ）を もつ こ と ｝こ よ り区別 され る・

本風 ，は 本脚 他 ｝・ボ ・レ材 翻 R ・脚 ・ ’… M ・11・・h・1932・R・伽 ∫祕 3Mal1 °ch ，

1932 の 2 種，台湾産 の R．fulvipes　Malloch，　 1932 の 1種．ジ ヤ ワ と 中国 に 産す る R ．

semilutea （Malloch，1923）の 1種，計 4 種 が 知 られ て い る．

　♂．一頭部 ：複眼は 裸出す る。両 眼 は極めて 接近す る．額帯は 非常に 細 く，赤褐色．側 縁

部 顯 は大変狭 儲 黜 し，嬲 を装 う・M ・di・n ・・ 臑 色・鋼 艨 う・顎 は 黯 ・灰

鵬 装い，・圃 毛 を離 し， 複脚 高 さ の 約 1／6・顔 は 灰 色 瀰 醍 糸泉（fac三al　ca 「ina）

の 蘭 を鵬 蟹 の 間1… tsつ ．顔酬 陵条 （faci・1 ・idg。）下部粉 ｝・岡［1毛 列 を もつ ・劉 iI

毛 （。ib，issae）は囲・ 部 の 縁 ｝C あ る・醐 ｝黒 絶 ・搬 節跣 端 力‘赫 を帯び・第 3節

は 第 2 節の ほ ぼ 2．5 倍
．．端寮1は 褐 色，長 羽毛 状．触鬚 は 黒色．

　胸部 ： 全体が 黒色，青銅色あ るい は 銅 色光沢をもち，薄 く銀粉を装う．背面 に は 4 本 の

黒色綿 揃 方に もつ ．前期 は艶 ・後気 門 は艶 ・齲 月鏃 揃 脚 1版 （P ・・Pleu’a）は

攤 け る．殲 瀬 板 （P・・t−a1 ・・ d・ cli・i・y） は裸出凝 前瘤 1褓 出・覊 鞭 条 （sup 「a’

、q 。、 m 、1 ・idg・）は 裸 出．・亅・鹹 の
．
湎 蘇 出潤 ・］毛式・ac ・＋ 1（小楯板前 a ・　 1 ）・

dc2＋4・

i。 e−．3，　h　3，　ph 　2− 3，　sa　2，　pa　2，　n　2，　st　l＋ ・・ 1・ T＋ 1・　 sc3 ＋0・

　翅 ：透明で あ る が 褐色を 帯び る，基部は黄色．麺脈は褐色． m 脈 は 翅 端 に て ゆ る や か に

まが り r4 ＋ 5 脈 に接近す る点 は Dasyphora 属 の そ れに 似 る．　 r　4＋ 5 脈はほ ぼ 全 長の 背腹両

面 に 毛を列生す る．r 、 騰 本の 疎 ら竓 を先端黠 酢 もつ ・r ・・3 は 2 〜3 本の 毛を 鉚

背面厳 う．嚇 骼 基離 （・ub … t・1 ・c 王・・i・・） 1・ 蹴 本の 毛 力’・St・・7n・斟 縁 片 は小 さ

　く，黄色．鱗瓣 は褐色，非常 に 短 か い 黄色い 毛 を 基部背面 に もつ ，平均棍 は黄色．

N 工工
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　脚 ：磴黄色．鮒節 は黒色．前腿節 は先端半分 に 1 列

の pd を もち，全 長 に 1列 の pv を もつ 、中腿 節 は 基

部 2／3 に細長 い pv の 1列をもち，基部 1／3 に は細

長い 3本の av が あ る、先端 の 後側 に は 3本 の 太 い 曙

毛 が あ る．中脛 節 は 1本 の 強 い pv をもち，不規則 な

pd の 列 と さ らに 1本 の 短 い ad を もつ ，後基 節 の 後

内側 は裸出す る．後腿節は 全長 に 強剛 毛 よ りな る 1列

の 磁 と，全 長に 細長い 剛毛 よ りな る 1列 の av を も

ち ， そ の 他 に も基部 2／3 に細長 い pv の 1列をもつ ．

後脛節は 全長 に 短い ad の 1列 を もち，先端 に 2 本の

d と中央に 3 〜4 本 の av を装 う．

　腹部 ：黒 色，青鏑色光沢を呈 し，薄 く銀粉を装 う．

第 1，第 2 ．第 3可視背板上 に 中央黒色縦帯をもつ ．

第2 ，第3 可視背板はわずか に 他の腹背上 の毛 よ りも

発達 した後縁剛毛 を 装 う．

　♂の 生殖器 ：小形 （Fig．4）．

　♀．一頭部 ：額 は頭頂 で 複眼の 1個 の 幅よ りも わ ず
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か だ け狭い ．額帯 は 黒 色．側縁部 と頬 は 厚 く銀 粉 に お お われ て い る．

　腹 部 ： 明瞭 な斑紋 は な く，薄く銀粉を装 い ， よ く発達 した剛毛 もみ られ ない ．胸部，翅，

脚等は ♂ の そ れ に よ く似 て い る．

醸 ： 7 −9   ．

　生 態 ： 判明 して い な い．

　分布 ： ス マ トラ 島，日本 （本州）．

　観察標本 ： 1 ♀，加 賀白山，16，viii．1952 （堀採集）； 1 ♂ ， 加賀白山，14，　viii．1963 （倉

　橋採集）．

文 献

Fig．4．　 Male 　 genitalia　 of

Rypellia　flavipes，　 cerci 　 and

　 coxcites ，　 caudal 　view ．

　　　　　 額眼 縁剛毛あり．
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一
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　　（10）7 ： 190−191．
一
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　 　 305−308，
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                              Summary
                 '

  In the present paper 
'the

 following three  muscid  fiies are  newly  recerded  from

Japan.

  1. Hydrotaea grabricula (Fallen, 1825) (Tribe Hydrotaeinl)  .

  [Tiis is very  common  in the coastal  regien  in Ishikawa  Pref., Honshu, Japan.

The females webble  round  man,  and  attack  his eyes  and  wounds.

  Specimens examined  : 12 99, Kanazawa, Ishikawa  Pref., !7. vii. 1952 (leg. K. Hori). ;

399, Takamatsu, Ishikawa Pref., 19. vii. 1952 (leg. K.  Heri)  ; 1699,  Mikawa, Ishi-

                                 ;1  if, 1499,  Kanazawa, Ishikawa  ?ref.
kawa  Pref., ?. viiL  1952 (leg. KI Hori)

29.vL  1964 (leg. H. KuTahashD. 
'
 

'

  2. Hydrotaea meteorica  (Linnaeus, 1758) (Tribe Hydrotaeini)

  Specirnen examined  : 1&,  Mt. Hakusan,  Ishikawa  Pref., 16, viii. 1952 (leg. K. Hori).

  3. Rypellia fiay;pes Malloch, 1931 (Tribe Muscini)  

'

  if.-Head: cyes  bare, closely  approxirnated;  frontal stripe  very  narrow,  reddish

brown;  parafrontalia and  parafacialia very  narrow,  silver-dusted,  bare; medianae

black, with  silver-dusting  ; jowls black, grey-dusted, with  fine black bristles, al)out

one-sixth  the eye-height;  face grey, with  a  slight  trace  of median  carina  between

base of  antennae;  facial ridge  with  bristles on  its lower  half; vibrisSae  inserted on

margln  of  epistome;  antennae  blackish brown, second  segment  reddish  at apex,

third segment  about  two  and  a  half times as  long as  
'second;

 arista  browp, long-

plumose  ; palpi black.

  Thorax:  mainly  black, shining,  with  a  bronzy or copperly  tinge, covered  with

thin silver dusting; dorsum  with  four longitudinal dark stripes anteriorly;  pro-

thoracic spiracles  yellow  ; metathoracic  spiracles  brown; prosternum  and  propleura

bare ; post-alar declivity bare ; lower surface  of  scutellum  bare ; suprasquamal  ridge

bare; pre-alar knob  bare; chaetotaxy:  dc2+4,  ia O+3,  h 3,ph 2-3,  sa  2, pa  2,

n2,  st  I-h+i+t+L  sc 3+O.

  Wings:brownish  hyaline, yellow at base; all vein  brewn;  m  gently beRding

forward as ln Daop{phora; r4+s  with  a  series  of setulae  extending  for a  consider-

able  length from base above  and  below; r  with  a few scattered  hairs on  apical

above surface;  r2+3  with  two  or  three  hairs basally; subcostal  scleritcs with  a few

setulae;  basicosta small,  brown; squama  brown, with-very  fine yellow  hairs on

above  surface.  Halteres yellow.

  Legs;orange;tarsi  black;fi with  a  rew  of  pd  on  apical  halL  and  with  
a
 

row

of  pv  on  its entire length ; fr with  a  row  of fine long pv on  basal two-thirds, and

with  fine long three av  en  basal one-third,  three bristles developed  on  apical

posterior portion; t2 with  a  strong  pv and  a  irregular row  of  pd, and  also  with  a

short  ad  apically;  ex3 bare behind; fla with  a  row  of strong  ad  and  a  row  of  long

fine av  entirely, and  also  with  a  row  of  long fine pv  on  basal two-thirds, two  pd

deve!oped apically;  t3 with  a  row  of  short  ad  entirely,  two  d present apically,

3-4 av  developed  ofi  middle.

  Abdornen: black, shining,  with  a  bronzy tinge, covered  with  thin silver dusting;

first, second  and  third visible  tergites each  with  a  median  black narrow  str{pe;

second  and  third visible  tergites with  slightly  developed marginal  bristles.
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  Male genitalia; small;  cerci  and  coxcites  shown  in Fig. 4.

  9.-Head:  eyes  separated  at  vertex  by distance slightly  less than the width  of

one  eye;  frontal stripe  black;parafrontalia  and  parafacialia densely silver dusted;

fronto-orbital bristles present. Abdomen  without  evident  checkering,  no  strong

bristle present on  tergites.

 Length : 7-9 mm.
  Bionomics  : unknown.

  Geographieal  distribution : Sumatra and  Japan (Honshu).
  Specirnens examined:  lg, Mt, Hakusan,  Ishikawa  Pref., 16. viii. 1952 (leg. K...
Hori); 1if, Mt, Hakusan,  14. viii.  1963 (leg. H. Kurahashi).

       ...ttt..tttttvtttvttv wMdi  tMth-W"--t  -tt-tut-ttwtt

 (p 43 SbvaO

    Natural  Enemies  in the Pacific Area  (Biological Contrel)

             as lt : Prof. Emeritus  C, P. Clausen

             -7lf'-t-  : er as fi ='

Prof. T. Nishida  (U. S. A.)..,..,Distribution and  Pest' Status of  Rice Borers.

    C2e mj,n,) (Research on  rlce stem  borers and  their natural  enemies)

Prof. K, Yasumatsu  (Japan)...,...Distribution 

'of
 Species of  Natural Enemies.

    (20 rnin,) (Research en  rice stem  borers and  their  natural'enemies)  
'

Prof. H, A. Bess (U. S, A.)......Feasibility and  Problems of Biological and

    Chemical  Control. (20 min.)  (Research on  rice stem  borers and  their natural

    enemies)  .

Mr.  B. B. Given  (New Zealand)  ...... Biological Control of  Weeds  and  Insect

    Pests in New  Zealand, (30 inin.)

Dr. C. P. Hoyt (Western Samoa)......Current Research on  the Biological Control
    ef Otlvctes. (30 mi".)
Prof. C. B. Huffaker  (U. S, A.) .....,A CompaTison  of  the Status of  Biological

    Control of  St. John's Wort  in the United States and  Australia. (30 min.)

Prof. I. M.  Hall  (U, S. A.) ....,. The  Development  and  Use  of  Microbial

    Insectieides Containing  Entomogenous  Bacteria and  Viruses, (30 min.)

Mr,  C, J. DaviS  (U. S. A.) ...... Progress in the Biological Control  of  the Stink
    Bug, IVlezara viridula  var. smarqgdttia,  in Hawaii, (30 min.)
Mr.  C. B, Chen  (Taiwan) ..,...Biological Control of  Sugarcane Borers in Taiwan,
    1948-1965, (30 min,)
Dr. B. P, Beirne (Canada) ..,... The Future of  Integrated Controls. (30 min,)

ProL  K  Aizawa  (Japan) ,.,... Problems of  Microbial  Control  in Japan, (30 min,)
Dr. Y. Murakami, Dr. R, Morimoto  and  Mr.  T. Kajita (Japan).,...,Possibility
    of Biological Control of  Rseudbeocctts eotnstocki  in Japan, (30 min,)

                                                (ljgfuAE=ali)
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